
キッズサポート部のメンバーが入会したきっかけや、読み聞かせ活動への熱い思いを語ります。

きっかけも思いも様々ですが、子どもたちにおはなしの楽しさを伝えたい気持ちは全員共通です。

ご興味ある方、見学もできますので、お気軽にお問い合わせください。

キッズサポート部一同お待ちしております！！

「読み聞かせ やってます」

中央図書館で読み聞かせボランティアをやり始めて 4 年です。もともと子どもは好きだったのと、聞いている子どもの

表情を見ていると癒されるからです。

1 年目は勉強会がありました。特に興味深かったのは、選書の仕方です。登場人物のつながりや１冊目から 2冊目へと内

容が広がっていくのです。一人で読むのは短いお話でも、頭の中で想像を膨らませて、長い本を読んだ気分になって、満

足感を味わえると教えていただきました。

月１回の読み聞かせで打ち合わせは取れなくとも、終わると登場人物や内容が不思議と一致していることが多くメンバー

の心を感じています。最近、聞きに来る人数が増え嬉しいです。絵本や紙芝居を、前に来て触る様子がたまらなく可愛いで

す。

佐藤禮子

読み聞かせボランティア会員となり早 3 年が経ちました。先輩方が選ぶ絵本や読み方、勉強会などで、学びを得ながら、自分で

も絵本選びや読み方の工夫を重ねる日々は、楽しくあっという間でした。

主な活動場所の図書館“おはなし室”は、皆、忙しい日常からふと解放され、親御さんもお子さんもリラックスして聞いてくださ

っています。とても穏やかな時間です。大人も子どもも引き付ける絵本の魅力は計り知れないですね。

きっかけは、地域と自分の好きな場所やモノで関わりがもてたらと巡らせていた時期に、「図書館」「絵本」「ボランティア活動」

とつながり、説明会に参加したところ、みなさんがイキイキしておられ、即決いたしました。というのも、幼少の頃、移動図書館が

来る日が楽しみでした。家でページをめくり絵本の世界に入り込み、空想にふける日々でした。大きくなるにつれ絵本から離れ、

時々本屋さんで気になる絵本があると買う程度に。それが、出産を機に、また絵本に触れる機会を得て、子どもと共に楽しい時

間を過ごす中で原点回帰、絵本のある生活を続けたいという気持ちに気づきました。

読み聞かせは、奥が深く、同じ絵本でも読み手により間合いや抑揚、ページめくりなど、それぞれです。共通しているのは、楽し

んでもらいたい！何か感じとってもらえるモノがあれば幸い！という願い。これからもたくさんの絵本との出会い、それを分か

ち合える仲間や幸せを願う親子との出会いを楽しみに読み聞かせボランティア活動を続けていきたいです。

ROMI





ちいさいおうちに住むがまくんのつぶやき

バイブル

『サンタクロースの部屋 子どもと本をめっぐって』（松岡享子/著/こぐま社）を読んだ方は多くいらっしゃると

思います。ちいさなおうちに住むがまくんが子どもと本に関わり始めた頃、子どもたちにどんな本を選んだらいいの

か、どんな読み方をしたらいいのか分からず、児童書研究の本を読みあさった中の一冊です。

松岡享子さんの図書館勤務時代や文庫でのエピソードの他に、子どもと本に関わり始める人にも分かりやすく、知

識を得ることができ、大変勉強になります。そしてこの本で何より惹かれたのは前書きです。

アメリカのある児童文学評論誌の掲載文と松岡享子さんによると

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

子どもたちはいずれサンタクロースの正体を知ってしまうがそのことは問題ではなく、大事なのはサンタクロース

の存在を信じた幼少期に、子どもの心に「信じる」という能力が育つことだ。いつかサンタクロースはその子の心か

ら出て行ってしまうが、サンタクロースが住んでいた心の空間には、また他の目に見えない不思議な何かが住む。

不思議を信じる空間は、子どもたちの精神に大切な働きかけをする。にもかかわらず、サンタクロースが存在する

と言うことは子どもをだますことだと思う大人が、子どもたちの不思議の空間をつくる機会を奪っているのではない

か。サンタクロースをもっと大切にすべきである。

・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

上記はがまくん短くまとめたもので、実際のものをお読みいただきたいです。『はしがきにかえて』を読んでみて、

物語は楽しさに加え、生きる上で大切なものをもたらせてくれるのだととても納得しました。がまくんはこの文が大

好きで時々読み返しています。

物語は不思議の宝庫ですね。微力ながら本を通して、子どもたちの心に不思議が住む部屋をつくるお手伝いができ

たらいいなと思います。

ご連絡入会・見学のお問い合わせは

こちらから →

QRコードを読み込めない方は

下記へ直接ご連絡ください。

momofmimic-sakura@yahoo.co.jp

イラスト：わんぱぐ


